
新型コロナウイルス感染症対策に係る

令和３年度実施事業の効果検証等について

令和５年６月
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１ はじめに
令和３年度における新型コロナウイルス感染症対策は，国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（以下「臨時交付金」といいます。）なども活

用して，令和２年度に引き続き，様々な事業を実施しました。臨時交付金を活用して実施した事業については，事業終了後に効果を検証し，結果を公表すること

とされています。

今後も，この評価・検証結果を踏まえ，市民の生活を守り，地域経済活動の維持・回復に向けて，効果的かつ効率的な事業を実施していきます。

【参考】国の予算及び本市への配分額（令和２～３年度）



２・評価・検証結果

（１）市民の感染拡大防止及び感染症対策 ※　「補助単独」欄については，国庫補助事業等の地方負担分に臨時交付金を充当する事業は「補」，それ以外で高知市が単独で実施する事業は「単」表記としています。

交付金充当額
（円）

1 単 二段階移住支援事業費
「新しい生活様式」に対応した移住希望者の受入環境を整備するた
め，お試し滞在施設にWi-Fi環境を整備するもの。

2021.5 ～ 2021.6 13,000 13,000 「こうちらいふ体験滞在拠点『いっく』」にWi-Fi環境を整備した。
利用者の利便性向上・テレワーク等を実施できるお試し滞在施設となり，コロナ禍における「新しい生活様式」
に対応した受入環境が整備され，ひいては移住体験の質の向上につながった。

2 単
インフルエンザ予防接種費用助成事業
費

新型コロナウイルス感染症とインフルエンザの同時流行を防ぎ，医療
機関の負担軽減や，医療機関の混雑による新型コロナウイルス感染症
の感染拡大を防止するため，満１歳から中学３年生までの子どもを対
象に予防接種費用の一部を助成するもの。

2021.10 ～ 2022.3 25,030,537 25,030,000
満１歳から中学３年生までの子どもを対象に，令和３年10月から令和４年１月までに接種
したインフルエンザ予防接種費用について，１回当たり1,000円を上限として，申請の
あった23,279件に助成した。

新型コロナウイルス感染症とインフルエンザの同時流行を防ぐとともに，医療機関の負担軽減につながった。

3 単 市立幼稚園感染拡大防止対策事業費
感染症対策として，市立幼稚園において消毒液やペーパータオル等を
購入するもの。

2021.7 ～ 2022.3 351,644 175,000
市立幼稚園（１施設）において，使い捨てマスク，使い捨て手袋，消毒液，ハンドソー
プ，ペーパータオル等を購入した。

感染症対策用の消耗品等を購入・使用して感染症対策を継続することで，感染拡大防止につながった。

4 補

疾病予防対策事業費等補助金（新型コ
ロナウイルス感染症の流行下における
一定の高齢者等への検査助成事業に限
る）

（新型コロナウイルス感染症の流行下における一定の高齢者等への検
査助成事業）
感染症対策として，高齢者施設等に入所する者が希望してPCR検査を受
ける際の費用を助成するもの。

2021.4 ～ 2022.3 3,560,000 1,780,000 高齢者施設等への入所前の希望者に対して，計178件の検査を実施した。
検査を実施した178件のうち，３件は陽性であり，施設内での感染症拡大防止に寄与した。また，事前に陰性判定
があることで，施設側の感染症拡大に対する不安の払拭につながった。

5 単 避難所衛生用品等確保事業費 感染症対策として，避難所において衛生用品等を備蓄するもの。 2021.8 ～ 2021.12 871,310 871,000 避難所運営用資器材として手指消毒液を購入し，市内の避難所48施設に配備した。 避難所を開設した場合の感染症拡大防止の強化につながった。

6 単 選挙備品購入費
選挙時における投票所での新型コロナウイルス感染防止対策として，
投票用記載台（３人用）を購入するもの。

2021.10 ～ 2021.11 1,259,280 559,000
令和３年10月31日執行第49回衆議院議員総選挙において，投票所に投票用記載台（３人
用）を増設した。

投票用紙記入時の有権者同士の間隔を確保できたことで，多くの有権者が安心して投票できる環境を構築でき，
選挙での感染拡大防止に寄与した。

7 単 感染症診査協議会委員報酬 新型コロナウイルス感染症の診査に係る協議会を開催するもの。 2021.4 ～ 2022.3 316,800 316,000
新型コロナウイルス感染症に関する入院勧告・就業制限勧告者について審査・協議する協
議会を，年間11回開催した。

コロナ禍において，人権に配慮された適正な療養のために，必要な協議や課題が検討された。

8 単

疾病予防対策事業費等補助金（新型コ
ロナウイルス感染症の流行下における
一定の高齢者等への検査助成事業に限
る）

（新型コロナウイルス感染症の流行下における一定の高齢者等への検
査助成事業）
感染症対策として，高齢者施設等に入所する者が希望してPCR検査を受
ける際の費用を助成するもの。

2021.5 ～ 2022.3 89,000 89,000 高齢者施設等への入所前の希望者に対して，計178件の検査を実施した。
検査を実施した178件のうち，３件は陽性であり，施設内での感染症拡大防止に寄与した。また，事前に陰性判定
があることで，施設側の感染症拡大に対する不安の払拭につながった。

9 補 子ども・子育て支援交付金
（新型コロナウイルス感染症対策支援事業）
放課後児童クラブ，保育所等におけるマスクの購入等を行うもの。

2021.4 ～ 2022.3 46,272,184 15,420,000

放課後児童クラブや地域子育て支援センター，延長保育や一時保育・病児保育等の子ど
も・子育て支援事業実施施設167施設に対して，使い捨てマスクやハンドソープ，消毒液
等の購入または購入に対する補助を行った。また，子育て世代包括支援センター３施設や
地域子育て支援センター５施設において，オンラインでの会議や相談支援に必要なICT機
器を購入した。

感染症対策用の消耗品等を購入・使用して感染症対策を継続することで，各事業における感染拡大防止につな
がった。また，子育て世代包括支援センターや地域子育て支援センターにICT機器を配置し，オンラインでの会議
や相談支援が可能な体制が整った。

10 補 児童福祉事業対策費等補助金
（新型コロナウイルスの感染拡大防止を図る事業）
民間母子生活支援施設等における感染症対策を行うもの。

2022.1 ～ 2022.3 1,100,000 550,000
施設内での新型コロナウイルス感染者又は濃厚接触者等に対応した職員数11名について，
かかり増し経費として１人あたり100,000円を支給した。

通常想定していない感染症対策へ従事した職員へかかり増し経費を支給することで，施設内でのサービスが継続
でき，また，事業者の負担が軽減された。

11 補 保育対策事業費補助金
（保育環境改善等事業（新型コロナウイルス感染症対策支援事業））
保育所等におけるマスクの購入等を行うもの。

2021.4 ～ 2022.3 52,815,084 26,362,000
公立保育所等26施設，民営保育所等102施設において，使い捨てマスクや，消毒液，空気
清浄機，パーテーション等の購入または購入に対する補助を行った。

感染症対策用の消耗品・備品等を購入・使用して感染症対策を継続することで，感染拡大防止につながった。

（２）市民生活の支援

交付金充当額
（円）

12 単
民営保育所等副食費負担軽減事業費補
助金

感染拡大防止に伴う休園対応等の家庭保育協力要請及び園児が感染
者・濃厚接触者となった場合の欠席による副食材料費の保護者負担分
を負担するもの。

2021.4 ～ 2022.3 843,050 843,000
民営保育所61施設，認定こども園21施設に対して，欠席日数延べ12,629日分の副食材料費
の保護者負担分を負担した。

新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けている保護者の負担軽減につながった。

13 単
私立幼稚園等副食費負担軽減事業費補
助金

感染拡大防止に伴う休園対応等の家庭保育協力要請及び園児が感染
者・濃厚接触者となった場合の欠席による副食材料費の保護者負担分
を補助するもの。

2021.4 ～ 2022.3 76,725 76,000
私立幼稚園７施設に対して，欠席日数延べ347日分の副食材料費の保護者負担分を補助し
た。

新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けている保護者の負担軽減につながった。

14 単 新型コロナウイルス感染症対策事業費
新型コロナウイルス感染症陽性者のうち，軽症状等により自宅で療養
を行う者に対して，生活用品等の療養支援及び生活困窮者等に対する
生活支援を行うもの。

2021.4 ～ 2022.3 75,790,447 21,688,000
一般食物資セット3,280個のほか，個別対応物資（紙おむつ等）を確保し，必要な方に配
付するとともに，パルスオキシメーターを3,268件配送した。

自宅療養中の不安や負担の軽減につながった。

（３）中小企業等の事業継続に向けた支援

交付金充当額
（円）

15 単 公共交通活性化支援事業費補助金
新型コロナウイルス感染症の影響を受ける公共交通事業者に対して，
事業改善計画の策定に向けた経営改革アドバイザーに委託する経費を
助成するもの。

2021.9 ～ 2022.3 5,000,000 5,000,000
公共交通の利用促進・生産性向上に向けた経営計画策定に係る費用を県（1/2），市
（1/4）で按分して補助金を交付した。

経営計画を策定することができた。当該経営計画を実行していくことで，地域公共交通の運行主体である交通事
業者の経営継続と地域公共交通の維持・確保につながった。

16 単 公共交通緊急支援事業費補助金
市民生活に密着した公共交通の運行を維持するため，新型コロナウイ
ルス感染症の影響を受ける路線バス運行事業者に対して，緊急的な事
業継続支援を行うもの。

2021.7 ～ 2022.3 14,943,000 14,943,000
路線バスの運行費のうち，現行の補助制度において生じている事業者負担分について補助
金を交付した。（国庫補助路線は県1/2，沿線市町1/2，市町村単独補助路線は沿線市町
1/2。沿線市町の負担は各キロ程で按分）

新型コロナウイルス感染症を理由とした路線の廃止・減便等を生じさせることなく，市民の移動手段を維持でき
た。

17 単
鉄道軌道輸送対策緊急支援事業費補助
金

市民生活に密着した公共交通（路面電車）の運行を維持するため，新
型コロナウイルス感染症の影響を受ける路面電車事業者に対して，緊
急的な事業継続支援を行うもの。

2021.6 ～ 2022.2 13,425,397 13,425,000
路面電車の施設等整備費のうち，現行の補助制度において生じている事業者負担分につい
て補助金を交付した。（県（1/2），沿線市町（1/2）による協調補助）

必要な施設等の整備が可能となり，コロナ禍においても安全運行を継続することができた。

18 単 テレワーク導入支援事業費補助金
感染症対策・業務効率化を図るためにテレワークを導入する中小企業
等に対して，費用の一部を助成するもの。

2021.6 ～ 2022.3 9,370,000 9,370,000
テレワークを導入しようとする中小企業（33事業者）に対して，テレワーク導入に要する
経費（１事業者あたり50万円以内，補助率1/2）を助成した。

事業者からの完了後状況報告書によると，テレワークを実施したことにより，新型コロナウイルス感染予防がで
きたことに加え，通勤手当の削減，職員の通勤時間がかからないことによるワークライフバランスの充実にもつ
ながったとの意見があった。

19 単 花き活用拡大支援事業費
新型コロナウイルス感染症の影響によるイベント等の自粛により，消
費が減退している花きの活用拡大を促進するため，公共施設等で花き
を活用するもの。

2021.4 ～ 2022.3 4,400,000 4,400,000
本市の施設において生花の展示（46回）及びフラワーアレンジメント教室（10回）を開催
するとともに，日曜市での花きの販売やSNSを活用した情報発信を実施した。

生花展示及びフラワーアレンジメント教室に延べ250人が参加した。日曜市での販売やフォトコンテストの開催に
より，花きの需要喚起につながった。

20 単 飲食店業態転換支援事業費補助金
飲食事業者が事業継続に向けて事業形態の転換を行うことによって売
上を確保する取組に対して，業態転換に係る費用の一部を助成するも
の。

2021.4 ～ 2022.3 23,297,000 23,297,000

本市内で飲食店を経営する事業者が，飲食店営業の経験を生かした新サービスの展開（業
態転換）を行うための経費の一部を補助し，売上確保を支援した。
補助率３/４（上限600千円）
補助件数：64件

店舗の知名度が向上した。また，新型コロナウイルス感染症の影響に配慮した販売形態が増え，消費者側の選択
肢が増えた。
状況報告書（～６か月）（令和５年４月現在）
　新業態による販売件数：55,632件
　新業態による売上金額：81,732,269円

21 単 感染症対策環境整備支援事業費補助金
店舗での営業を継続するに際し，来店及び長時間店内に客が滞留する
ことが必要不可欠な事業者に対して，感染症対策ガイドライン等に対
応するための衛生管理改善に必要な費用の一部を助成するもの。

2021.4 ～ 2022.3 56,486,000 56,486,000

「新しい生活様式」に沿った対策を講じるための経費の一部を補助することによって，感
染症拡大を予防するとともに，市民が安心して来店できる環境づくりを支援し，事業者の
事業継続及び売り上げの確保を支援した。
補助率３/４（上限600千円）
補助件数：200件

安心して来店できる環境整備ができ，事業者の事業継続に寄与した。また，あんしん会食認証制度(高知県）の促
進に寄与した。

22 単 営業自粛店舗支援金支給事業費
従業員等が新型コロナウイルス感染症陽性者となり，営業自粛を余儀
なくされた事業者に対して，消毒費用及び支援金を支給するもの。

2021.4 ～ 2022.3 24,065,000 24,065,000

受付期間：令和３年４月１日～令和４年３月15日
支給対象経費：
　・店舗等消毒費用：消毒に要した経費（上限10万円）
　・休業日数に応じた支援金：１日当たり２万円×休業した日数（最大10日間）
事業実施手法：直営
申請件数：111件

休業を余儀なくされた事業者の事業継続支援につながった。また，店舗等の消毒費用を対象としたことにより，
事業再開後も従業員や顧客が安心して利用できる効果があった。

23 単 ＥＣサイト開設支援事業費補助金
新型コロナウイルス感染症の影響を受ける中小企業等を支援するた
め，新たにECサイトを活用して商品またはサービスの販路開拓・拡大
を目指す取組に対して助成するもの。

2021.4 ～ 2022.3 7,627,000 7,627,000

新型コロナウイルス感染症対策に配慮した営業手段として，新たにインターネットを活用
した商品の販路開拓・拡大を目指す取組に対して経費の一部を補助し，売上確保を支援し
た。
補助率３/４（上限300千円）
補助件数：28件

新たな販売チャネル（自社ECサイト）の創出による売上増及び高知産品の知名度向上につながった。
効果検証：状況報告書（～６か月）（令和５年４月現在）
　ECサイトによる販売件数：285件
　ECサイトによる売上金額：2,139,261円

24 単
シェアオフィス拠点施設運営事業費補
助金

新型コロナウイルス感染症を契機とした「都会から地方へ」という新
しい人や企業の流れを呼び込むため，受け皿となるシェアオフィスを
本市中心部に整備し，運営する経費の一部を助成するもの。

2021.4 ～ 2022.3 1,741,000 1,741,000
高知県が公募により選定した民間事業者が整備・運営するシェアオフィス拠点施設につい
て，施設の運営に係る費用の一部を補助した（人件費，水道光熱費，通信回線使用料，委
託料，プロモーション費用等）。

本補助金の交付を受けて運営されているシェアオフィス拠点施設には，コワーキングスペースとスモールオフィ
ス，イベントも可能なオープンスペースが備えられ，当該スモールオフィスには，県外から本市に進出してきた
企業２社（アニメ制作会社１社・インバウンドメディア１社）が入居した。
このうち，アニメ制作会社は，高知信用金庫の協力を得て，高知市の名所を描いたCMを制作・発表するなどの事
業を展開しており，現在は従業員を13人に増やすなど，市内の雇用の創出にも貢献した。

事業実施期間
総事業費
（円）

実績（実施状況） 事業の効果検証・結果

No.
補助
単独

事業名 事業の概要（目的・内容）

No.
補助
単独

事業名 事業の概要（目的・内容）

No.
補助
単独

事業名 事業の概要（目的・内容）

総事業費
（円）

事業実施期間

事業実施期間 実績（実施状況） 事業の効果検証・結果

総事業費
（円）

実績（実施状況） 事業の効果検証・結果



（３）中小企業等の事業継続に向けた支援【続き】

交付金充当額
（円）

25 単 土佐のまつり補助金
市外から観光客を誘客する食のイベント（土佐のおきゃく，土佐の豊
穣祭）について，安全にイベントを実施するための感染症対策強化
（検温，消毒，間仕切り等）に係る経費を助成するもの。

2021.5 ～ 2022.3 1,894,810 425,000
土佐のおきゃく及び土佐の豊穣祭の開催経費に対して，補助金を交付した。
・土佐の「おきゃく」（R4.3.6～3.13）来場者数:54,145人（一部オンライン開催）
・土佐の豊穣祭（R3.10.23～10.24）来場者数:10,852人

新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し，分散開催等の開催形式の変更や，会場入口での検温・手指消毒等の
感染症対策に取り組むことで，感染拡大防止を徹底し，円滑に事業を実施することができた。

26 単 観光客誘致推進事業費補助金
新型コロナウイルス感染症の影響で減少した観光客を増加させること
を目的として行うイベントや，団体旅行の宿泊料金の一部を助成する
取組に対して補助するもの。

2021.4 ～ 2022.3 3,164,674 3,164,000

高知城花回廊等の開催経費や修学旅行等の誘客における支援事業に対して，補助金を交付
した。
・高知城花回廊（R3.4.2～4.4）来場者数：約34,000人
・龍馬まつり（R3.11.14）来場者数：約7,000人
・龍馬World（R3.10.30～10.31)来場者数：260人
・龍馬に大接近（R3.4.3～6.27）来場者数：9,887人
・修学旅行等の誘客における支援事業　交付実績69件（新規45件，継続24件）

新型コロナウイルス感染症の影響により令和２年度は中止した事業も，会場でのバリケードや啓発看板等の設
置，検温・消毒等に活用する消耗品の購入及び感染対応に伴う人員配置を行うことで，感染拡大防止を徹底し，
円滑に事業を実施することができた。また，新型コロナウイルス感染症の影響により，行き先が変更となった修
学旅行先のニーズを上手く捉えることができ，大幅な新規団体誘致開拓につながった。

27 単 観光宣伝事業費
新型コロナウイルス感染症の影響で減少した観光客を増加させるた
め，「竜とそばかすの姫」のロケ地巡りに訪れた観光客を誘致すると
ともに，帯屋町商店街を中心に市内での観光消費を促すもの。

2021.6 ～ 2022.1 898,700 898,000
映画「竜とそばかすの姫」の公開に合わせて，帯屋町商店街に大型バナー及びフラッグを
設置（R3.7.21～8.21）するとともに，ロケ地周辺に案内看板を設置した。

ロケ地巡礼に訪れた観光客等の満足度向上と気運上昇につながった。
・【参考】映画ロケ地（鏡川）への公開直後の連休（R3.7.22～7.24）の来訪者数：228人

28 単 就労継続支援事業費補助金

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う生産活動収入の減少に対
して，就労継続支援Ｂ型事業利用者に支払う工賃を維持するため，就
労継続支援Ｂ型事業を実施する事業者に対して補助金を交付するも
の。

2021.7 ～ 2022.3 5,613,949 5,613,000
生産活動収入の減少により減収となった障害福祉サービス（就労継続支援Ｂ型）事業所を
支援するため，補助金を交付した。
対象事業所数：８事業所

新型コロナウイルス感染拡大に伴う事業所の負担軽減につながった。

29 単 農業共済収入保険助成事業費補助金

新型コロナウイルス感染症による農業経営への影響や災害などによる
市場価格の低下などを踏まえ，農業者の経営努力では避けられない
様々なリスクによる収入の減少を補償する農業共済収入保険の保険料
の一部を助成するもの。

2022.3 ～ 2022.3 9,171,000 8,922,000
農業者120名（うち43名は新規加入者）に対して，農業共済収入保険料の一部を助成し
た。

新型コロナウイルス感染症の影響による収入減へのリスク対応につながった。

30 単 農産物集出荷施設等整備事業費補助金
「新しい生活様式」への対応として，農産物の流通及び販売体制を維
持・強化するため，事業者が行う集出荷施設等における設備等の整備
や施設の改修に係る経費の一部を助成するもの。

2021.11 ～ 2022.3 1,370,000 1,370,000
本市の直販所９施設について，飛沫防止のためのアクリル板の設置や，非接触型検温器，
自動手指消毒器，空気清浄機などの導入に対する補助を行った。

新型コロナウイルス感染症拡大防止の強化につながった。

31 単 広告等販売促進支援事業費
新型コロナウイルス感染症の影響により売上の低迷が長期化している
来店型店舗に対して，年末年始の売上確保を支援するため，中小企業
者等が行う広報の支援を行うもの。

2021.10 ～ 2022.3 57,237,634 57,237,000

新型コロナウイルス感染症の影響によって，飲食店に限らず来店型店舗の売上低迷が長期
化しているなかで，広告等の取組を支援することで年末年始の売上確保及び事業継続を支
援した。
対象経費の３/４（上限300千円）
支援件数：215件

年末年始における来店型店舗における来店需要を喚起し，売上確保が図れた。加えて，露出による知名度向上に
よって，一時的でなく継続した効果（来店促進）が期待できる。飲食店においては，あんしん会食認証制度（高
知県）をより一層普及させ，感染症対策を促進できた。
効果検証：事業後アンケート
・効果があった…69.3%
・売上げの増加があった…60.0%

32 単
新型コロナウイルス感染症対策短期継
続融資基金積立金

高知市新型コロナウイルス感染症対策短期継続融資の信用保証料・利
子への補助金の財源として適正に執行するため，基金に積み立てるも
の。

2021.10 ～ 2022.3 216,130,402 108,430,000 216,130,402円の積立を行った。
最大５年の継続利用を可能とした制度融資であるため，基金への積立を行うことにより，新型コロナウイルス対
策として事業者の資金繰り改善支援のため，継続的に保証料補助及び利子の補給を行うことが可能となった。

33 単
新型コロナウイルス感染症対策短期継
続融資保証料補助金

感染症対策として，事業者の資金繰りの改善を支援するため，新たな
融資制度として創設する短期継続融資の信用保証料の一部を助成する
もの。

2021.10 ～ 2022.3 4,495,221 4,495,000 高知県信用保証協会に対し，4,495,221円の保証料補給を行った。
新型コロナウイルス感染症拡大により事業活動に影響を受けている市内中小企業者の保証料を間接的に補給する
ことにより，事業者の負担軽減につながった。

34 単 団体旅行客誘致促進給付金給付事業費
新型コロナウイルス感染症の影響により利用が落ち込んでいる旅館ホ
テルの宿泊需要の回復を図るため，高知市内での宿泊を伴う旅行商品
の宿泊費等に対して給付金を給付するもの。

2021.10 ～ 2022.3 80,105,000 80,105,000

旅行業法第３条の規定に基づく旅行業の登録を受けており，本市の区域内に存する宿泊施
設での宿泊を伴う募集型企画旅行を企画及び販売する事業者に対して，１人泊あたり
5,000円の給付金を給付した。
対象期間において，実績人泊数は16,021人泊，計５社に対して給付した。

●直接効果
　高知県内外からの観光客の誘致を拡大できた。また，令和３年度11月～２月における市内宿泊者数は314,975人
であり，コロナ禍かつ閑散期であったが，前年度宿泊者数と比較して増加した。（対前年度比121.7％）
●間接効果
　バスツアー（募集型企画旅行）を誘致することにより，市内宿泊者数の増加に加え，旅館ホテルにおける付帯
サービス（宴会場やレストラン等）の利用や市内観光地利用の増加につながった。

35 単 公共交通事業者応援事業費補助金

新型コロナウイルス感染症の影響により利用者の減少が長期化してい
る公共交通事業者の事業継続を支援するため，日曜・祝日に市内全線
のバス，電車及びデマンド型乗合タクシーの運賃を無料にし，その費
用を補助するもの。

2021.10 ～ 2022.3 138,864,998 138,864,000
運賃無料デーの際に生じた，運賃相当額・広告費・車両備品等，利用促進費用（関連イベ
ント開催等）に対して，補助金を交付した。

利用者数は昨年同期間比で2.4倍となり，新たな利用者の掘り起こしと事業者支援につながった。また，中心市街
地への経済波及にも寄与したと考えられる。

36 単
旅客運送事業者経営維持支援給付金給
付事業費

新型コロナウイルス感染症による影響を受けている市民の生活基盤を
支える交通事業者である乗合バス・路面電車・タクシー事業者に対し
て，事業継続を支援するもの。

2021.10 ～ 2022.2 114,300,000 114,300,000
路線バス，高速バス，貸切バス，路面電車，タクシー（法人・個人・福祉限定）に対して
10万円／台を給付した。

新型コロナウイルス感染症を理由とする廃業等はなく，事業者の経営維持につながった。

37 単 飲食店・タクシー利用促進事業費

新型コロナウイルス感染症の影響により売上の低迷が長期化している
飲食事業者及びタクシー事業者の事業継続を支援するため，プレミア
ム付きクーポン券を販売し，年末年始の地域経済を活性化するための
需要喚起を図るもの。

2021.11 ～ 2022.3 238,147,545 231,834,000

年末年始に使用可能なプレミアム付きクーポン券を販売し，利用を促進することで需要喚
起を図った。
１セット３千円で販売し６千円として使用可能（プレミアム率100%。飲食５千円・タク
シー１千円）
販売数量：６万セット

年末年始における飲食店・タクシーの利用・需要を喚起し，事業者の売上確保につながった。
また，あんしん会食認証制度（高知県）をより一層普及させ，飲食店等の感染症対策を促進できた。
換金率：飲食99.26%，タクシー82.65%

38 単 ＴＳＵＮＡＧＵマーケット開催事業費
新型コロナウイルス感染症の影響により売上げ低迷・過剰在庫を抱え
る県内事業者を支援するため，事業者と消費者を「つなぐ」イベント
を開催するもの。

2021.12 ～ 2022.3 18,200,600 18,200,000

新型コロナウイルス感染症の影響で売上の低迷や過剰在庫等の影響が出ているれんけいこ
うち広域都市圏域の農産物生産者・加工品製造事業者を支援し，売上確保を図るため，テ
イクアウトフェスタを開催した。
開催日：令和４年１月22日　10：00 ～ 20：00
　　　　　　　　１月23日　10：00 ～ 16：00

事業者の販売機会の創出と売上確保，パフォーマンスの場を無くした県内アーティストの支援につながった。ま
た，中心街等への誘客を促したことで，中心商店街が活性化したほか，タクシー・バス等の交通事業者や，各種
イベントが中止となり打撃を受けていたイベントに関わる全ての関係者への波及効果があった。
来場者数：9,805人
出店事業者数：55事業者
売上額：9,034,110円

39 単 社交飲食業営業支援事業費補助金

新型コロナウイルス感染症の影響を受けている飲食店の事業継続支援
及び地域経済活性化を図るため，高知市中心部の酒場５店舗を３日間
で回る本市の恒例イベント「ドリンクラリーはしご酒大会」の開催に
必要な経費の一部を助成するもの。

2021.10 ～ 2022.2 560,000 440,000

期間：令和３年11月15日～19日
場所：高知市中心繁華街
チケット販売数：1,500枚
景品総額：30万円
事業実施手法：事業対象への補助金の支出（560千円）

ドリンクラリーというイベントを通し，コロナ禍における外食への抵抗感が薄れたこと，併せて新型コロナウイ
ルス感染者数も減少したことから，繁華街への人出が徐々に増加した。また，抽選にて送付した飲食クーポンを
利用したリピート客も増え，新型コロナウイルスで大打撃を受けた飲食業界の年末に向けた経営状況改善に大き
な効果があった。

40 単
酒類販売事業者等応援給付金給付事業
費

高知県が要請した酒類提供の停止により影響を受けている酒類販売事
業者に対して，事業継続に向けた支援応援金を支給するもの。

2021.10 ～ 2022.3 11,907,457 11,907,000

給付額：中小法人等　上限120万円，個人事業者　上限60万円
申請受付期間：令和３年11月１日～令和４年１月31日
事業実施手法：直営
交付件数：37件

酒販専門販売事業者のみならず酒類販売業免許又は酒類等製造免許を持つ事業者全般を対象としたことにより，
広く事業者の事業継続支援につながった。

41 単
街路市新型コロナウイルス感染症対策
事業費

感染症対策として，街路市における衛生用品等の購入及びマスク着用
の啓発を行うもの。

2021.5 ～ 2022.3 738,158 521,000
アルコール消毒液385本を出店者に配布した。また，日曜市において，３名体制でマスク
着用啓発を行った。

啓発によりマスク未着用者全員が着用していただいたこともあり，街路市内での感染者はいなかった。

42 単 宿泊事業継続支援給付金給付事業費
新型コロナウイルス感染症拡大により大きな打撃を受けている市内宿
泊事業者の事業継続を支援するもの。

2021.10 ～ 2022.2 286,572,500 286,572,000

令和３年８月又は９月の売上額が，対前年比又は前々年比で30％以上減少しており，か
つ，給付対象施設が，令和３年８月及び９月に新型コロナウイルス感染症軽症者等の宿泊
療養施設として使用されていないことを条件として，旅館業法に基づく営業許可を受けて
おり，高知市内で宿泊施設を営む者に対して，上限額を1,000万円（簡易宿所200万円）と
して給付金を給付した。
市内の対象事業者97件中79件に給付した。

給付金給付後に，新型コロナウイルス感染症の影響による経営悪化を原因として廃業した事業者はおらず，事業
目的である「事業継続」は達成できたと考える。新型コロナウイルス感染症の長期化によって影響を受け続けて
いる宿泊事業者の，経営基盤の復興を目的とする施策効果として，即効性があったと考える。

43 単 公共施設指定管理者支援金
感染拡大による公共施設の休業により利用料金収入が減少した指定管
理者に対して，支援を行うもの。

2021.4 ～ 2022.3 32,924,315 32,643,000
各施設の目標値と達成状況，利用状況，収支状況等の実績については，令和３年度指定管
理者業務評価による。

指定管理者業務評価指針に基づいて行う令和３年度指定管理者業務評価で各施設の評価はＡ評価となった。
１　Ａ評価の評価基準
(1)　評価点数の合計値が配点合計点数の65％以上85％未満
(2)　評価点数の合計値が配点合計点数の85％以上であるが，小項目で３点未満の評価があるもの
２　Ａ評価の評価内容
(1)　事業計画書・仕様書に沿って適正に管理運営が行われている。

44 単 公共交通緊急支援事業費補助金
市民生活に密着した公共交通の運行を維持するため，新型コロナウイ
ルス感染症の影響を受ける路線バス運行事業者に対して，緊急的な事
業継続支援を行うもの。

2021.4 ～ 2022.3 5,462,000 5,462,000
路線バスの運行費のうち，現行の補助制度において生じている事業者負担分を補助金とし
て交付した。（国庫補助路線は県1/2，沿線市町1/2，市町村単独補助路線は沿線市町
1/2。沿線市町の負担は各キロ程で按分）

新型コロナウイルス感染症を理由とした路線の廃止・減便等を生じさせることなく，市民の移動手段を維持する
ことにつながった。

45 単 団体旅行客誘致促進給付金給付事業費
新型コロナウイルス感染症の影響により利用が落ち込んでいる旅館ホ
テルの宿泊需要の回復を図るため，高知市内での宿泊を伴う旅行商品
の宿泊費等に対して給付金を給付するもの。

2022.2 ～ 2022.11 100,000,000 100,000,000

旅行業法第３条の規定に基づく旅行業の登録を受けており，本市の区域内に存する宿泊施
設での宿泊を伴う募集型企画旅行を企画及び販売する事業者に対して，１人泊あたり
5,000円の給付金を給付した。対象期間において，実績人泊数は20,000人泊，計７社に対
して給付した。

●直接効果
　高知県外からの観光客の誘致を拡大することができた。また，令和４年度５月～７月における市内宿泊者数は
259,109人であり，コロナ禍かつ閑散期であったが，前年度宿泊者数と比較して増加した。（対前年度比
155.9％）
●間接効果
　バスツアー（募集型企画旅行）を誘致することにより，市内宿泊者数の増加に加え，旅館ホテルにおける付帯
サービス（宴会場やレストラン等）の利用や市内観光地利用の増加につながった。

46 単 販路開拓サポート事業費補助金

アフターコロナを見据えた販路拡大の推進を図るため，積極的に新た
な取引先の開拓を進める中小企業者に対して，首都圏や海外等で開催
される展示会や見本市への出展や，全国紙及びインターネット媒体へ
の広告掲載に係る費用の一部を助成するもの。

2022.3 ～ 2023.3 2,000,000 2,000,000

新型コロナウイルス感染症の影響下の営業活動として，取引先の開拓を進める中小企業者
に対して，展示見本市への出展や広告掲載に係る費用の一部を助成することで，販路拡大
につながった。
補助率１/２
見本市出展事業（対面見本市：上限400千円，オンライン見本市：100千円）
販路拡大促進事業（交通費・宿泊費：上限100千円）
広告掲載事業（紙媒体：上限200千円，インターネット媒体：上限100千円）
支援事業者数：13事業者

県外の見本市出展や広告掲載により問い合わせや取引成立に順次つながっているところであり，事業者の販路拡
大に寄与している。なお，事業者には事業後３か月後・６か月後において，成約件数及び成約金額を報告しても
らうことで，効果検証しているところである（令和５年４月現在）。

No.
補助
単独

事業の効果検証・結果事業名 事業の概要（目的・内容） 事業実施期間
総事業費
（円）

実績（実施状況）



（３）中小企業等の事業継続に向けた支援【続き】

交付金充当額
（円）

47 単
中小企業等生産性向上設備導入支援事
業費補助金

地域経済の早期回復及び発展を図るため，新型コロナウイルス感染症
の影響を受け業績が悪化している中小事業者等に対して，生産性を向
上させる先端設備等を取得する費用の一部を補助するもの。

2022.3 ～ 2023.2 30,000,000 30,000,000 本補助金の補助件数12件
市内事業者等から，「同時期に行っていた他の補助金と比べて，比較的利用しやすかった」等の声もいただいて
おり，地域の実情に即した支援が行えたと考える。

48 単 商工団体等にぎわい創出事業費補助金
コロナ禍における事業者の事業継続支援及び地域活性化のため，商工
団体や中小企業団体等が行うイベントや販路開拓等に係る費用の一部
を助成するもの。

2022.2 ～ 2023.3 3,000,000 3,000,000

高知市内の商店街振興組合や商工団体等８者に補助金（商店街イベント事業６件，販路開
拓事業２件）を交付した。
補助率３/４
補助上限額1,500千円

商店街振興組合や商工団体が当該補助金を活用してイベントや販路開拓の取組を実施し，構成員となる事業者の
情報発信や誘客につなげることで，新型コロナウイルス感染症の影響を受けている事業者の事業継続支援に寄与
した。

49 単 ウェディング支援金給付事業費

新型コロナウイルス感染症の影響により厳しい状況にある市内のウェ
ディング関連事業者を支援するとともに，結婚式を挙げるカップルを
支援するため，市内の式場で結婚式を挙げるカップルに対し給付金を
給付するもの。

2022.2 ～ 2022.6 25,000,000 25,000,000 本給付金の給付件数161件
市内のウェディング関連事業者から「本給付金を利用して，当初のプランより価格が高いプランにグレードアッ
プして結婚式等を実施するカップルが多くいた」といった声があり，ウェディング関連事業者の支援につながっ
たと考える。

50 補 障害者総合支援事業費補助金

（障害福祉分野のICT導入モデル事業）
新型コロナウイルスの感染拡大防止や事業所における生産性の向上を
推進するため，障害福祉事業所に対して，ICT機器を導⼊する経費の一
部を助成するもの。

2021.10 ～ 2022.3 9,314,000 3,104,000
事業所がICT機器を導入する際の経費について，100万円を上限に，13事業所に対して補助
金を交付した。

業務従事時間の短縮（平均41時間/月），情報共有の簡易化，リモートでの会議・研修への参加など，生産性の向
上に効果があった。

51 単 観光客誘致推進事業費補助金
新型コロナウイルス感染症の影響で減少した観光客を増加させること
を目的として行うイベントや，団体旅行の宿泊料金の一部を助成する
事業に対して補助するもの。

2021.5 ～ 2022.3 2,000,000 2,000,000
修学旅行等の誘客における支援事業に対して，補助金を交付した。
・修学旅行等の誘客における支援事業　交付実績69件（新規45件，継続24件）

新型コロナウイルス感染症の影響により，行き先が変更となった修学旅行先のニーズを上手く捉えることがで
き，大幅な新規団体誘致開拓につながった。

（４）子どもの活動及び家庭学習の支援

交付金充当額
（円）

52 単 ＧＩＧＡスクール構想推進事業費
コロナ禍での子どもの学びを保障するため，GIGAスクール構想の実現
に向けて，タブレット端末等で利用可能なデジタルドリルのライセン
スを購入するもの。

2021.7 ～ 2021.10 12,850,200 11,243,000
タブレット端末で活用できるデジタルドリルのライセンスを購入した。ライセンス数は59
ライセンス（高知市立小・中・義務教育学校及び教育委員会で利用）。

児童生徒が，朝の始業前や授業と授業の合間の時間等を有効に利用してドリルを用いて学習することができ，知
識の定着等，学力向上策に役立った。また，児童生徒自身が問題のレベル等を選択することにより，自分に適し
た学習が行え，自発的学習につながった。

53 単 学校教育情報化システム管理費
コロナ禍での子どもの学びを保障するため，GIGAスクール構想の実現
に向けて，タブレット収納庫の増設や移設，電子黒板を購入するも
の。

2021.6 ～ 2021.12 10,062,800 10,062,000
タブレット収納庫11台を購入し，電源工事及び設置作業を委託した。また，電子黒板14台
を購入した。

タブレット収納庫を整備したことで，児童生徒が離れた場所まで取りに行くなどの負担が軽減された。また，未
整備の学級に電子黒板を整備したことにより，教材の提示やデジタル教科書の利用等が可能となった。

54 単 更衣室整備事業費
プール授業における密を避けるため，プール更衣室として使用するユ
ニットハウスを整備するもの。

2021.10 ～ 2022.2 8,621,800 8,621,000 十分な更衣スペースを確保することができる床面積63.52㎡のプール更衣室を整備した。
十分なスペース確保により感染症対策が講じられたことで，２年間中止されていたプール授業を令和４年度から
再開できた。

55 単 いきいき土佐っ子育成事業費
感染拡大の影響による修学旅行のキャンセルに伴い発生する手数料を
支払うもの。

2021.9 ～ 2022.3 4,236,494 4,236,000
新型コロナウイルス感染症拡大により，予定していた修学旅行を中止したことで発生した
高知市立学校７校分のキャンセル料金を旅行代理店へ支払った。

修学旅行に行くことができなかった児童・生徒の保護者への負担軽減につながった。

56 単 スクールバス運行事業費
義務教育学校土佐山学舎における感染症対策のため，スクールバスを
増便するもの。

2021.9 ～ 2022.3 5,983,450 5,983,000
通常，市所有のマイクロバス４台で運行しているスクールバス運行業務について，民間業
者と追加便２台分の運行委託契約を行い，計６台で運行した。

６台とも乗車率が50％以下となり，乗車する児童・生徒の密回避につながった。

57 単 学校教育情報化システム管理費

コロナ禍での子どもの学びを保障するため，家庭学習におけるオンラ
イン授業が円滑に実施できるよう，教育系端末の環境設定を行うも
の。また，自宅学習用に活用できるよう，児童生徒に貸し出すモバイ
ルWi-Fiルーターをリース契約にて確保するもの。

2021.9 ～ 2022.3 4,276,800 4,276,000

高知市立学校（小・中・義務教育・特別支援学校）において，高知県教育ネット経由でイ
ンターネットに接続しているものを，ローカルブレイクアウト方式による学校から直接イ
ンターネットへ接続する方式に変更するために必要となる端末の環境設定変更作業を委託
した。また，新型コロナウィルス感染症拡大による学校の臨時休業時に家庭でのオンライ
ン授業を行う際に，通信環境がない家庭に貸与できるように90台のモバイルWi-Fiルー
ターを準備し貸与した。（貸与可能期間：令和４年１月７日から令和４年３月18日まで）

各学校から直接インターネットに接続する方式で通信できるようにしたことで，校内での端末利用に係る通信環
境が改善し，オンライン授業等を円滑に実施できるようになった。また，モバイルWi-Fiルーターを貸与すること
で，オンライン学習が可能となり，より一層の学習保障を行うことができるようになった。また，家庭の通信環
境による教育格差を抑制できた。

58 単 学校教育情報化システム管理費
コロナ禍での子どもの学びを保障するため，自宅学習用に活用できる
よう，児童生徒に貸し出すモバイルWi-Fiルーターをリース契約にて確
保するもの。

2021.8 ～ 2022.1 1,977,558 1,977,000
新型コロナウィルス感染症拡大による学校の臨時休業時に家庭でのオンライン授業を行う
際に，通信環境がない家庭に貸与できるように90台のモバイルWi-Fiルーターを準備し貸
与した。（貸与可能期間は令和３年９月１日から令和３年12月28日まで）

モバイルWi-Fiルーターを貸与することで，オンライン学習が可能となり，より一層の学習保障を行うことができ
るようになった。また，家庭の通信環境による教育格差を抑制できた。

59 単 ＧＩＧＡスクール構想推進事業費
新型コロナウイルス感染拡大時のオンライン学習に係るマイクスピー
カー，webカメラを購入するもの。

2021.4 ～ 2022.3 14,277,131 14,277,000
学校からオンライン授業等を行う場合に必要なマイクスピーカー251台，webカメラ251台
を購入した。

全ての学校において，新型コロナウィルス感染症拡大予防による研修会等の対面での実施中止に対して，Webシス
テムを利用することで会自体を取り止めることなく対応・実施することができた。また，臨時休業時にオンライ
ン授業等を実施することができた。

60 補 子ども・子育て支援交付金
（ICT化推進事業）
新型コロナウイルス感染拡大防止及び業務の効率化のため，放課後児
童クラブ等におけるICT化を推進するもの。

2021.4 ～ 2022.3 32,091,292 10,607,000
ノートパソコン，コピー機等を購入し，公営放課後児童クラブ84か所，民営放課後児童ク
ラブ６か所に配置した。

ICT化の推進により，感染拡大防止及び業務の効率化等につながった。

61 補 公立学校情報機器整備費補助金
（GIGAスクールサポーター配置支援事業）
児童生徒１人１台端末の下での授業等が本格始動を踏まえ，教職員の
サポート体制を構築するため，ヘルプデスクを設置するもの。

2021.4 ～ 2022.3 5,115,000 2,557,000
「高知市立学校GIGAスクールサポーター配置促進事業業務委託契約」を締結し，ヘルプデ
スクを設置して，教職員のICT活用について支援した。（契約期間：令和３年７月１日か
ら令和４年３月31日まで）

学校からの障害受付窓口が一元化されたことで，障害対応がスムーズに行えるようになった。また，教育委員会
での障害受付・対応の負荷が大幅に減った。

62 補 学校保健特別対策事業費補助金
（学校保健特別対策事業費補助金（特別支援学校スクールバス感染症
対策支援事業に限る））
特別支援学校におけるスクールバスを増便するもの。

2021.4 ～ 2022.3 5,852,266 2,926,000
民間業者に委託し，２台で運行していたスクールバス運行業務について，追加便２台分を
別途契約し，計４台で運行した。

従前，90％を超えていた２台の乗車率を解消し，乗車する児童・生徒の密を回避することができた。

（５）市役所の感染対策・業務継続対策

交付金充当額
（円）

63 単 施設管理費（斎場）
感染症対策として，高知市斎場においてサーマルカメラ等を導入する
もの。

2021.5 ～ 2021.9 1,040,996 1,040,000
人との距離を保ちながら体温を瞬時に測定できるサーマルカメラを式場棟に１台，火葬棟
に１台，合計２台設置した。

感染症拡大防止の強化及び施設利用者（ご遺族等）の安心につながった。

64 単 総務管理費
感染症対策として，文化・スポーツ系施設及び庁舎・学校等において
衛生用品やTV会議用の機器等を購入するもの。
（文化スポーツ系施設85施設，庁舎，学校60校等　本市所管施設）

2021.4 ～ 2022.3 2,683,413 2,681,000

●来庁市民及び職員への新型コロナウイルス感染拡大を防ぐため，市庁舎において，本事
業により主に下記の対策を実施した。
①庁舎各出入口やエレベーターホールにアルコール消毒液を設置し，手指消毒の励行を呼
びかけ【アルコール購入実績1,275L】
②来庁者及び職員の健康管理，また，高体温の方（37.5℃以上）の入庁を控えていただく
ことで感染リスクを低減させるため，庁舎各出入口に非接触型検温器を設置【非接触型検
温器及び可変式自立スタンド購入実績９セット】
③来庁者対応の多い窓口（カウンター）に飛沫感染防止用の透明セロファンを設置すると
ともに，定期的に交換【透明セロファン購入実績1,500m】
④各トイレにおいてエアジェットタオルを使用停止し，ペーパータオルを設置【ペーパー
タオル購入実績11,340袋（200枚入）】
⑤本庁舎食堂及び各階ミーティングルーム内にアクリルパーテーションを設置【アクリル
パーテーション購入実績36枚）】

●中央窓口センターと７か所の地域窓口センターに，合計41台の飛沫感染防止パーテー
ションを設置した。

●記者会見時用の飛沫感染防止パーテーションを３枚設置した。

●非接触型体温計３個を購入した。

●一部職員が新型コロナウイルス感染症に感染したものの，県下での感染拡大期においても庁舎（職場）内での
クラスター等は発生せず，市役所機能を維持することができた。
また各種感染対策を実施することで，来庁者及び職員の感染に対する心理的不安の低減につながった。

●感染拡大防止の強化につながった。

●感染拡大防止の強化につながった。

●議場への入場者や視察対応時の検温で使用し，感染拡大防止の強化につながった。

65 単 常備消防活動衛生用品確保事業費
感染症対策として，救急隊員用の感染防止資器材（マスク・感染防止
衣等）を購入するもの。

2021.11 ～ 2022.3 25,649,522 21,828,000

旭・西・三里の各出張所トイレを洋式化した。また，汚染毛布専用洗濯機８台，LED滅菌
灯12台，サージカルマスク35,000枚，N95マスク26,000枚，ディスポ手袋354,000枚，感染
防止衣（上衣）2,000着，感染防止衣（下衣）2,000着，シューズカバー78,900枚，携帯血
中酸素飽和度測定器等を購入した。

救急隊員の有効な感染防止対策になるとともに，円滑な救急活動につながった。

66 単 ヨネッツこうち施設管理費
施設利用者（ヨネッツこうち）の新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため，非接触型体温計を購入するもの。

2021.8 ～ 2021.9 56,100 56,000 非接触型体温計を購入し，ヨネッツこうちの正面入り口に設置した。
全ての施設利用者が入館時に検温することで，一定以上熱のある者は入館できないこととし，感染症拡大防止の
強化につながった。

67 単 消防施設管理運営費
消防署内での新型コロナウイルス感染症拡大を防止するため，消防署
内休憩所の個室化工事を行うもの。

2022.2 ～ 2022.3 5,398,800 5,398,000
旭出張所及び西出張所の休憩所やトレーニングルームとして使用している部屋に，カプセ
ルベッドを設置し個室化した。

仮眠時のマスク着用の必要性がなくなり，隊員の疲労回復につながるとともに，感染症拡大防止の強化につな
がった。

68 単 選挙備品購入費
選挙時における投票所での新型コロナウイルス感染防止対策のため，
投票用紙自動交付機及び封筒自動開封機等を購入するもの。

2021.4 ～ 2021.10 1,501,500 667,000
令和３年10月31日執行第49回衆議院議員総選挙において，投票所に投票用紙自動交付機を
５台増設した。また，不在者投票における封筒開封作業用に自動開封機２台を増設した。

投票用紙の受け渡し時の接触機会を低減できたことで，多くの有権者が安心して投票できる環境を構築すること
ができ，選挙での感染拡大防止に寄与した。また，不在者投票用紙の開封に係る従業者の減員ならびに作業時の
過密状況が軽減できたことで，十分な作業空間を確保することができ，従事者の感染者数「０」を実現できた。

69 単
新型コロナウイルス感染症対応体制強
化事業費

新型コロナウイルス感染症対応業務に係る職員（会計年度任用職員を
含む。）の人件費を負担することにより，人員の確保及び体制の強化
を図るもの。

2021.4 ～ 2022.3 157,938,753 157,201,000
新型コロナウイルス感染症対応業務に従事する職員に対し，時間外勤務手当や特殊勤務手
当を支給した。また，同業務に従事する会計年度任用職員を雇用し，給与等を支給した。

新型コロナウイルス感染症対応業務に必要な人員の確保及び体制の強化を図ることができた。
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（６）その他

交付金充当額
（円）

70 単 電算管理費
業務の効率化を図ることで，今後の新たなパンデミックに備え，限ら
れた人的リソースで通常業務と臨時業務の両方に対応できる体制を整
えるため，RPAシステムやAI議事録システム等を導入するもの。

2021.4 ～ 2022.3 2,582,250 2,582,000
全庁でのAIによる議事録作成サービスの利用を６月から開始したほか，各所属部署の管理
職員約550名におけるチャットサービスの利用体制を９月から整えた。

感染症対応における情報共有や緊急時の迅速な対応が可能となった。また，AI議事録作成サービスの利用によ
り，議事録作成に係る時間が年間で約1,872時間削減され，業務の効率化が図れた。

71 単 広聴広報戦略プラン推進事業費
感染症対策として，市政の広報広聴デジタル化推進のため，LINEプロ
グラムを活用した広報広聴システムを導入するもの。

2021.10 ～ 2022.3 3,179,000 1,859,000
令和３年10月から導入した公式LINEアカウントについて,より効率的にデジタル化を推進
するため，市内広告代理店に委託（契約期間R4.2.9～3.22）し，各種広告や掲示物による
LINE友だち登録キャンペーンを実施した。

キャンペーン開始時点の友だち登録者数は2,778人だったが，キャンペーン終了直後には１万人を突破し，友だち
登録者数が増加したことから，市政の広報広聴デジタル化推進及び感染拡大防止につながった。

72 単 住民票等コンビニ交付導入事業費
感染症対策として，引っ越しシーズン等における窓口センターでの密
を避けるため，住民票等のコンビニ交付に係るシステムを構築するも
の。

2021.5 ～ 2022.3 19,484,300 19,484,000
既存の住基システム等の改修とJ-LISが運用するバックアップクラウドセンターとの連携
環境を構築した。

令和４年３月17日からコンビニ交付を開始し，令和４年３月末までに住民票の写し605通，印鑑登録証明書269通
を交付するなど，一定の交付件数があったことから，来客者数の分散，密回避につながった。

73 補
子育て支援対策臨時特例交付金（不妊
に悩む方への特定治療支援事業に限
る）

ポストコロナに向けた経済構造の転換・好循環の実現のため，子ども
を産み育てやすい環境づくりとして，特定不妊治療費用を助成するも
の。

2021.4 ～ 2022.3 139,679,356 68,976,000
体外受精，顕微授精及び特定不妊治療に至る過程の一環として行った男性不妊治療に対
し，６回を上限として，395組の夫婦に対して合計757件（うち男性不妊治療４件）に助成
した。

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける方の心理的・経済的な支援につながった。

74 単 一般不妊治療助成事業費
ポストコロナに向けた経済構造の転換・好循環の実現のため，子ども
を産み育てやすい環境づくりとして，一般不妊治療費用を助成するも
の。

2021.4 ～ 2022.3 2,554,193 1,277,000 一般不妊治療（人工授精）に対し，１組当たり３万円を上限として，108件に助成した。 新型コロナウイルス感染症の影響を受ける方の心理的・経済的な支援につながった。

75 単 ＩＣＴ活用推進協議会運営事業費
感染症対策として，公立学校におけるICT化を推進するため，ICT活用
推進協議会や職員研修等を開催するもの。

2021.5 ～ 2022.3 28,800 28,000
高知市立学校ICT活用推進協議会を３回開催した（第１回：5/25，第２回：12/3，第３
回：3/2）。令和３年度の取組について協議を行った。

有識者の講演や助言等から，高知市立学校及び教育委員会のGIGAスクール構想実現の方向性や手段等を定めるこ
とができた。また，タブレット端末を持ち帰り，家庭での利用が重要であるとの示唆も得て，令和４年度の高知
市立学校のGIGAスクール推進に係る施策に反映することができた。

76 単 マイナンバー交付事業費
密を回避するため，マイナンバーカード交付センターでの手続きを促
すための広報活動を行うとともに，特設会場への来場者の駐車場料金
の一部を負担するもの。

2021.7 ～ 2022.3 1,061,661 1,061,000

令和３年７～９月にマイナンバーカード交付センター（デンテツターミナルビル）で平日
にマイナンバーカードを受け取った方を対象に，抽選で400名に賞品を進呈するキャン
ペーンを実施した。また，交付センター利用者932名の中央公園地下駐車場料金（60分200
円）を負担した。

中央窓口センター（本庁窓口）での年間交付件数32,438件に対して，マイナンバーカード交付センターでは，令
和３年７月以降，年間3,881件の交付を行い，窓口混雑の回避につながった。

77 単 給食事業費
新型コロナウイルス感染症に伴う小中学校の臨時休業に伴い，直前に
キャンセルとなった学校給食用食材に係る費用を負担するもの。

2022.1 ～ 2022.3 73,422 73,000
感染拡大による小中学校臨時休業に伴い直前にキャンセルとなった食材に係る費用を負担
し，学校給食用食材を調達する事業者の負担を軽減した。

事業者への支援を通じて，学校給食の適切な運営を維持することができた。

78 単 住民票等コンビニ交付事業費
感染症対策として，引っ越しシーズン等における窓口センターでの密
を避けるため，住民票等のコンビニ交付に係るシステムを構築するも
の。

2021.8 ～ 2022.3 401,800 401,000
住民票等のコンビニ交付を行うにあたり必要となる機器（ソフトウェア，通信機器，サー
バ機器用ラック）を購入し，実際にコンビニでの交付が可能かどうか，市内３店舗で試験
した。（住民票写しと印鑑登録証明書を各２通ずつ計12通交付）

令和４年３月17日からコンビニ交付を開始し，令和４年３月末までに住民票の写し605通，印鑑登録証明書269通
を交付するなど，一定の交付件数があったことから，来客数の分散，密回避につながった。

79 単 住民票等コンビニ交付導入事業費
感染症対策として，引っ越しシーズン等における窓口センターでの密
を避けるため，住民票等のコンビニ交付に係るシステムを構築するも
の。

2021.8 ～ 2022.1 6,479,000 6,479,000
コンビニ交付を運営しているJ-LISと連携するために必要な中継サーバ機器等を購入し
た。

令和４年３月17日からコンビニ交付を開始し，令和４年３月末までに住民票の写し605通，印鑑登録証明書269通
を交付するなど，一定の交付件数があったことから，来客者数の分散，密回避につながった。

80 単 中央窓口センター管理費
感染症対策として，引っ越しシーズン等における窓口センターでの密
を避けるため，混雑状況を表示するシステムを構築するもの。

2022.2 ～ 2022.3 1,124,640 1,124,000
高知市広告付き窓口番号案内表示システムに，呼び出し番号が近づくと通知メールを送付
する機能と混雑状況をインターネット配信する機能を追加するシステム改修を行った。

インターネットで混雑状況を配信することで，混雑を避けた来庁が可能となった。また，呼び出しの順番が近づ
いたことをメールで送信することで，庁舎内に常に留まる必要がなくなり，窓口混雑の回避につながった。

81 単 新型コロナウイルス感染症支援事業費
新型コロナウイルス感染症陽性者のうち，軽症状者等の経過観察等を
行うための携帯電話を配備するもの。

2021.4 ～ 2022.3 1,768,441 1,768,000
新型コロナウイルス感染症陽性者のうち，軽症状者等の経過観察等を行うため携帯電話を
47台配備した。

固定電話回線の混雑を回避し，円滑に経過観察等を実施することができた。

82 単
会計年度任用職員給与費（酒類販売事
業者等応援給付金給付事業費）

酒類販売事業者等応援給付金給付事務の申請受付事務等を行うため，
会計年度任用職員を雇用するもの。

2021.11 ～ 2022.3 987,827 987,000 雇用期間：令和３年11月１日～令和４年３月31日 酒類販売事業者等応援給付金給付事務の申請受付事務等を円滑に進めることができた。

83 単 中心市街地活性化計画推進事業費
新型コロナウイルス感染症対策消耗品やリモート会議に活用するプロ
ジェクター等を購入するもの。

2021.7 ～ 2022.3 140,080 140,000 パーティション，プロジェクターを購入し，庁内会議室に設置した。 コロナ禍においても必要な会議を行うことができ，業務を滞りなく進めることができた。

84 補 地域就職氷河期世代支援加速化交付金
（就職氷河期世代支援事業（若者就職応援事業））
新型コロナウイルス感染症拡大による雇用への影響等を踏まえ，就職
セミナーの開催等により，就職氷河期世代の就職を支援するもの。

2021.6 ～ 2022.3 4,000,000 1,000,000

就職支援セミナー（情報活用能力育成セミナー）を２回開催した。
第１回：令和３年11月15日～12月３日のうち12日間
第２回：令和４年１月18日～２月９日のうち12日間
定員：各10名

●参加者数：16名（第１回：９名　第２回：７名）
●就職者数：５名

受講者アンケートによると，「今後の仕事での考え方が変わった」「プログラミング・ITの知識をたくさん知る
ことができ，論理的思考のヒントになるものが多かった」等の意見があり，就職や転職に向けてのスキルアップ
や新たなキャリアへの挑戦に寄与したものと考えられる。

85 補 母子保健衛生費補助金
（新型コロナウイルス感染症の流行下における妊産婦総合対策事業）
妊婦の不安を解消し安心して出産を迎えられるようにするため，PCR検
査を行うもの。

2021.4 ～ 2021.11 60,000 30,000
感染症状を有しないが検査を希望する妊婦が分娩予定日の概ね２週間前行ったPCR検査に
係る費用について,３件を助成した。

コロナ禍における妊婦の不安の解消につながった。

86 補 児童福祉事業対策費等補助金
（虐待防止のための情報共有システム構築事業）
新型コロナウイルス感染拡大防止に配慮した体制を構築するため，虐
待防止のための情報共有システム構築事業等を行うもの。

2021.10 ～ 2022.3 2,200,000 1,100,000
全国統一の基幹システムである情報共有システムと，高知市が導入している児童家庭相談
システムとの連携改修を行った。

転居ケースの情報共有の不十分さが課題であり，コロナ禍の関係機関の見守り機会も減少傾向となっているな
か，全国の自治体との転居ケース等の情報共有が遅滞なく，スムーズに対応できるようになり，児童の安全確保
につながった。

87 補 児童福祉事業対策費等補助金
（児童相談所等におけるICT化推進事業）
新型コロナウイルス感染拡大防止に配慮した相談支援体制の構築・強
化のため，児童相談所等におけるICT化推進事業を行うもの。

2021.12 ～ 2022.3 645,260 322,000
関係機関との会議をオンラインで実施するためのプロジェクターを購入した。また，外出
先で安全確認等を行い，その内容を記録するためのタブレット端末を購入した。

コロナ禍における関係機関との会議は，オンライン会議の活用を図っており，要保護児童対策地域協議会の運営
にかかる会議（実務者会議，個別ケース会議）のうち，オンライン会議は現状２割～３割程度であるが，徐々に
増やしている。養育支援訪問事業にかかる支援方針協議（年12回）は全てオンライン会議として実施。これによ
り，移動時間等の短縮及び感染症拡大防止の強化につながった。

88 補 保育対策事業費補助金
（保育所等におけるICT化推進等事業）
新型コロナウイルス感染拡大防止及び業務の効率化のため，保育所等
におけるICT化推進事業を行うもの。

2021.4 ～ 2022.3 10,658,800 3,550,000
民営保育所等21施設に対して，保育業務システムや翻訳機などのICT機器の導入に係る費
用への補助を行った。

施設内で発生した新型コロナウイルス感染者の濃厚接触者の保護者への連絡機能が強化され，感染拡大防止に寄
与した。また，保育士等の業務効率化が図られ，業務負担軽減につながった。

89 補
新型コロナウイルス感染症セーフティ
ネット強化交付金

（新型コロナウイルス感染症セーフティネット強化事業）
保護施設等におけるマスクの購入等感染症対策，感染対策に要するか
かり増し経費を支出するもの。

2021.4 ～ 2022.3 1,820,558 454,000
新型コロナウイルス感染症対策として市内の救護施設が購入した不織布マスク，消毒用品
等の費用を補助金として交付した。
対象施設：２施設

救護施設内での感染症拡大防止の強化につながった。

90 補 障害者総合支援事業費補助金

（障害福祉分野におけるロボット等導入支援事業）
新型コロナウイルスの感染拡大を防止し，安全・安心な障害福祉サー
ビスの提供等を推進するため，障害者支援施設等における介護機器を
導入するもの。

2021.10 ～ 2022.3 516,000 172,000
事業所が介護ロボットを導入する際の経費について，１事業所に対して補助金を交付し
た。

事業所職員の負担が軽減され，また利用者が安心して事業所を利用できることにつながった。
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